
 

 

 

 

 

 

 

令和 ６年 8月 15日 

 

 

企画展「杉山千代と永瀬清子―『女の新聞』から『女人随筆』へ」を 

開催します 
 

 

 永瀬清子展示室では、『女の新聞』と『女人随筆』を創刊した杉山千代と永瀬清子

との交流を紹介する企画展を下記のとおり開催します。 

 

記 

 

1 日  時  令和 6年 9月6日(金)～11月 17日(日)   

開室時間：9時～１５時 休室日：月曜日 入場料：無料  

 

2 場  所  永瀬清子展示室 

（赤磐市松木621-1 赤磐市くまやまふれあいセンター2階） 

 

3 内  容  『女の新聞』、『女人随筆』、杉山千代について書いた随筆の自筆原

稿、杉山千代の著書、杉山千代旧蔵の図書などを展示します。 

 

4 備  考  詳細は別添チラシを参照ください。    

 

（問合せ先） 

 赤磐市教育委員会熊山分室 白根 

 電話：086-995-1360（直通） 

赤磐市報道提供資料 



 

 
◇ 

山
陽
自
動
車
道 

 

山
陽
・
和
気
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
15

分 

◇ 

Ｊ
Ｒ
熊
山
駅
か
ら
徒
歩
約
20

分 

問い合わせ先 

赤磐市教育委員会熊山分室 tel 086-995-1360 

永瀬清子展示室 

◆交通案内 

 

 
URL https://www.city.akaiwa.lg.jp/annai/kyouikuiinkai/kumayama/tenjisitu/index.html 

永瀬清子展示室  くわしくは HP で 

杉
山
千
代
と
永
瀬
清
子 

―
―
『女
の
新
聞
』か
ら
『女
人
随
筆
』へ 

令和 6 年度永瀬清子展示室企画展 主催 赤磐市教育委員会   

協力 女人随筆社 

時 間 午前 9 時～午後 5 時 

休 室 日 月曜日 入 館 料 無料  

場 所 永瀬清子展示室 

（赤磐市くまやまふれあいセンター2 階・岡山県赤磐市松木 621-1） 

※赤磐市立中央図書館 1 階の歴史コーナーで、本展示の資料の一部を複製し展示して

います。 

2024  

9/6（金）▶11/17（日） 

 

『女の新聞』第 1 号 

1958（昭和 33）年 7 月 

心
を
改
め
る
こ
と
に
専
念
す
れ
ば
日
も
足
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
―
―
杉
山
千
代 

 

（
杉
山
千
代
「
老
い
て
の
願
い
」
（『
合
歓
の
花
』
女
人
随
筆
社 

一
九
六
九
年
六
月
）
よ
り
） 

 

『女人随筆』創刊号  

1968（昭和 43）年 9 月 

 

永
瀬
清
子
は
、
愛
知
県
第
一
高
等
女
学
校
高
等
科
（
現
・愛
知
県
立
明
和
高
等
学
校
）在
学
時
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た 

杉
山
栄
が
、
山
陽
新
報
（
現
・山
陽
新
聞
）
に
寄
稿
し
て
い
た
通
信
を
名
古
屋
の
新
聞
で
読
ん
で
い
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
四
半
世
紀
後
、
岡
山
で
暮
ら
し
始
め
た
永
瀬
清
子
の
最
初
の
友
人
は
、
そ
の
杉
山
栄
の
妻
・杉
山
千
代
だ
っ
た
の
で
す
。 

永
瀬
清
子
は
、
杉
山
千
代
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
と
愛
情
あ
ふ
れ
る
美
し
い
生
き
方
を
尊
敬
し
て
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
展
示
で
は
、
『女
の
新
聞
』と
『女
人
随
筆
』を
創
刊
し
た
杉
山
千
代
と
永
瀬
清
子
と
の
交
流
を
紹
介
し
ま
す
。 

改
ま
ら
ぬ
心
や
性
質
を
死
ぬ
ま
で
日
も
足
ら
ず
改
め
よ
う
と
す
る
、 

そ
の
人
こ
そ
い
つ
ま
で
も
若
い
人
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
―
―
永
瀬
清
子 

 

（
永
瀬
清
子
「
老
い
た
る
友 

ｃ 

八
十
才
を
過
ぎ
た
友
人
の
こ
と
ば
」（
『
焰
に
つ
い
て 

短
章
集
３
』
思
潮
社 

一
九
八
〇
年

十
一
月
）
よ
り
） 



 

杉山千代 杉山栄 

名古屋の新聞で 

ドイツから寄稿した 

記事を読む 

麦の会 

『女の新聞』 

『女人随筆』 

社会学者 

ジャーナリスト 
教育者 随筆家 

結
婚 

杉
山
千
代
（
す
ぎ
や
ま
・
ち
よ
） 

岡
山
県
久
米
南
条
郡
稲
岡
北
村
（
現
・
久
米
郡
美
咲

町
）
生
ま
れ
。
岡
山
県
女
子
師
範
学
校
（
現
・
岡
山

大
学
）
卒
業
後
も
苦
学
し
、
神
田
の
国
語
伝
習
所
や

二
松
学
舎
に
通
う
。
山
口
県
立
山
口
高
等
女
学
校

（
現
・
山
口
県
立
山
口
中
央
高
等
学
校
）
、
林
野
実

科
女
学
校
、
（
現
・
岡
山
県
立
林
野
高
等
学
校
）
、
就

実
高
等
女
学
校
（
現
・
就
実
高
等
学
校
）
に
奉
職
。

多
く
の
生
徒
に
慕
わ
れ
た
。
終
戦
後
、
夫
が
公
職
追

放
と
な
っ
た
た
め
染
色
教
室
を
開
い
て
家
計
を
支
え

る
。
永
瀬
清
子
、
松
島
杜
美
、
中
垣
智
津
、
入
江
延

子
ら
と
麦
の
会
を
開
き
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

一
九
五
八
年
七
月
か
ら
『
女
の
新
聞
』
を
十
年
に
わ

た
り
発
行
。
一
九
六
八
年
に
随
筆
誌
『
女
人
随
筆
』

に
切
り
替
え
た
。
著
書
に
随
筆
集
『
残
燈
』
、
『
大
鳥

花
雑
記
』、
『
合
歓
の
花
』
が
あ
る
。 

 

１８８8（明治２1）年 

～１９６９（昭和 44）年 
１８９２（明治２５）年 

～１９６８（昭和 4３）年 

彼
女
の
夫
は
杉
山
栄
氏
。
「合
同
新
聞
」（現
・山
陽
新
聞
）の
主
筆
と

き
き
、
ま
た
、
戦
後
の
パ
ー
ジ
で
し
ば
ら
く
一
家
難
儀
し
た
由
も
云

わ
れ
た
が
、
氏
は
私
が
名
古
屋
に
い
た
時
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
寄
稿
を

そ
の
地
の
新
聞
に
の
せ
て
い
ら
し
た
記
憶
が
あ
り
、
こ
の
社
会
学
者
の

も
の
を
私
は
切
り
抜
き
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。 

 

（
永
瀬
清
子
「
日
々
の
つ
ぶ
や
き 

わ
が
友
第
一
号 

杉
山
千
代
さ
ん
の
こ
と
①
」

『毎
日
新
聞
』岡
山
版 

一
九
九
三
年
五
月
一
日
） 

栄
氏
の
友
人
が
訪
れ
て
議
論
が
始
ま
る
と
、
千
代

も
加
わ
り
、
談
論
風
発
、
同
感
し
て
は
は
ね
か
え

し
、
ま
た
同
感
し
ユ
ー
モ
ア
も
あ
っ
て
賑
や
か
だ
っ

た
。
津
山
中
学
時
代
の
投
稿
仲
間
で
清
原
玉
（
ラ

グ
ー
ザ
お
玉
）
の
研
究
者
の
木
村
毅
や
坪
田
譲

治
、
石
川
達
三
、
藤
原
審
爾
、
山
本
遺
太
郎
ら

が
よ
く
訪
れ
た
。 

（藤
田
え
り
子
「ひ
と
り
の
女

わ
た
し

」『
女
の
新
聞
』
復
刻
版 

一

九
九
一
年
八
月
） 

 

戦
前
の
私
共
女
性
は
、
ま
わ
り
の
人
々
の
考
え
方
に
い
つ
の
間
に

か
押
さ
れ
て
い
て
、
云
わ
ば
他
の
人
に
嗤
わ
れ
な
い
よ
う
に
暮
す
の

が
最
も
上
等
の
生
き
方
で
あ
る
と
教
育
も
さ
れ
、
思
い
こ
ま
さ
れ
て

も
い
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
私
た
ち
が
本
当
は
何
を
望
み
、

ど
う
あ
る
の
が
正
し
い
と
思
う
か
、
そ
れ
ら
を
考
え
て
み
よ
う
と
し

て
私
た
ち
は
ひ
と
り
で
に
集
ま
った
の
で
す
。
杉
山
千
代
さ
ん
を
中

心
に
松
島
杜
美
さ
ん
、
入
江
延
子
さ
ん
、
中
垣
智
津
さ
ん
、
そ
し

て
私
の
五
人
で
し
た
。 

 

（永
瀬
清
子
「『
女
の
新
聞
』の
こ
と
ど
も 

女
の
能
力
出
し
尽
し
て
十
年
」
『
女
の

新
聞 

復
刻
版
』藤
田
え
り
子 

一
九
九
一
年
八
月
） 

詩人 

永瀬清子 
１９０６（明治３９）年 

～１９９５（平成７）年 

女
が
井
戸
端
会
議
で
、
も
っ
と
政
治
や
社
会
の
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
（
杉
山
千
代
） 

私
に
は
こ
の
千
代
さ
ん
が
岡
山
で
の
女
性

の
友
人
の
第
一
号
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
永
瀬
清
子
） 


